
 

 

 

 

 

ウェルビーイングって・・・？？ 
 最近、様々な場で「ウェルビーイング」という言葉をよく耳にするようになり
ました。簡単に言うと「人々が心身ともに幸福な状態」という意味で、この言葉
は、1946 年の WHO（世界保健機関）が設立された際に初めて登場したといわれ
ています。 
この「ウェルビーイング」が、今、教育において注目されています。 
中央教育審議会の「次期教育振興基本計画について（答申）」（令和 5 年 3 月）

では、「ウェルビーイング」という言葉が、実に 49 カ所で登場しています。これ
からの教育において、大切にしなければならない考え方だと思います。 
そこで、「ウェルビーイング」について調べていると、慶應義塾大学大学院の前野 隆司 教授のことを知りま

した。前野先生は、人間がどんなときに幸せを感じるかについて、アンケートなどで調査し、その結果をもとに
４つの幸せ因子として整理されました。この４つを実践することで自分も周囲も幸せにしていく好循環をつく
れるのではないかとおっしゃっています。その４つの因子とは、以下のとおりです。 

 
「やってみよう！」因子…自己実現と成長……夢や目標をもつ いいところを伸ばす 

「ありがとう！」因子…つながりと感謝……様々な人とのつながりを大切に まわりに感謝 

「なんとかなる！」因子…前向きと楽観……楽観的にとらえる 気持ちを切り替える 

「あなたらしく！」因子…独立と自分らしさ……他人と比較しない 自分らしく生きる 

 

この 4 つの因子のことを知り、この考え方を意識していくことが大切なのではと、今、感じています。それ
は、子どもたちはもちろんですが、我々大人もそうだと思います。なぜなら、これらの因子は、周りに「うつる」
ことが分かっているからです。つまり、お家の人が笑顔だと子どもたちも笑顔になる。幸せな子がいると、周り
の子どもたちも幸せになる。というように連鎖していくのだそうです。 
本校では、教育活動において「自信や自己有用感を育む」ことや、「他者と協働する活動」、「失敗しても挑戦

したことを認めよう」といった視点を大切にしようと、教職員全員で共通理解しているところです。 
 本校でも、この４つの因子を教職員全体でも意識して、ウェルビーイングな学校づくりを目指していきたい
と思います。                    【参考文献「幸せのメカニズム」前野 隆司（講談社）】 

 
 

あたたかい言葉や行動で、笑顔あふれる城東小にしよう／人権旬間 

 
1２月 2 日から 12 月 13 日を人権旬間に設定し、「あたたかい言葉や行動で、笑顔あふれる城東小にしよ

う」のテーマのもと、子どもたちが人権について考える学習や活動を行います。 
 
人権に視点をおいた学習（道徳科の授業等） 

各委員会による人権啓発の取組 

 ～ありがとう・すてきを伝え合おう大作戦 2024～ の実施 

各学級の「いじめを許さない宣言」のふり返り 

校内放送での人権作文の発表 

はーとふるメッセージ 2024への応募 

 
今日、最も解決に向けた取組が求められている教育課題の一つが「いじめ」の問題です。全ての教職員が、
いじめは重大な人権問題であり、決して許すことのできない行為であるとの認識をもち、学校教育全体を
通して、子どもたちに、いじめを「しない」「させない」「見逃さない」という心を醸成するとともに、い
じめのない学校づくりに努めてまいります。 

 

＜学校教育目標＞ 自助と友愛の精神を基盤に、生きる力をはぐくみ、心豊かでたくましい子どもを育成する 
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※都合により、予定を変更する場合があります。 
 
※３学期始業式は、１月７日(火)です。 
１月７日(火)と８日(水)は、給食がありません。(３校時後、11:40 下校予定です。) 
 
 

安心して過ごせる冬休みに…(城東小生徒指導部より) 

 子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。クリスマス
やお正月がある冬休みは、ほかの長期休業以上に、生活リズムが乱
れがちになったり、子どもがお金に触れる機会も増えたりすること
が考えられます。 
 子どもを危険から守り、安心・安全に過ごせるよう、学校では
『自分をきたえ、気持ちのよい生活をしよう』を合い言葉に、次の
ような指導の重点を定め、『こうすごそう 冬休み』という資料を使っ
て子どもたちに指導をしています。 
 

【指導の重点】 

 
 また、子どもの２学期の実態などから、次のことについては特に
丁寧に指導をしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 このことについては、ご家庭でのご協力が不可欠です。各ご家庭で時間を取って話をし
ていただき、学校の約束・各ご家庭での約束を確認していただくなど、よろしくお願いい
たします。 
 また、地域のみなさんの見守りも、どうぞよろしくお願いいたします。 

２日 (月) 挨拶運動、委員会活動、 
校内人権旬間(～13日)、心の架け橋週間 

３日 (火) デジタルセーブ・学力アップ週間(11月 27日～12月３日) 
４日 (水) 町別話合い広場、運動委員会おおなわ大会 
６日 (金) マーチングバンド引継ぎ式 
９日 (月) 全校５校時後下校 【下校時刻 14:45】 

１０日 (火) 全校 5校時後下校 【下校時刻 14:45】 
１１日 (水) 代表委員会 
１３日 (金) 城東人権の日 
１８日 (水) 個別懇談、給食後 13:10下校 
１９日 (木) 個別懇談、給食後 13:10下校 
２０日 (金) 個別懇談、給食後 13:10下校、給食終了 
２３日 (月) ２学期終業式、３校時終了後 11:40下校(給食なし) 

行事予定 

・友達と外出したときは、午後４時半までには帰宅する。 

・家の用事以外で子どもだけでお店に行かない。 

・お金の貸し借り、おごり合いをしない。(物をあげる・もらうことも、お金のやりとりにつながります) 

・SNS等でのやりとりやインターネットの使い方について、家庭でのルールをしっかり決めて守る。  

・遊びを目的に量販店や商店に立ち寄らない。（万引、ゆすり等の防止） 


